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相棋原市における企業誘致の取組

STEP50(さがみはら産業集積促進方策)

(1目5旧壁)

S30.7～S36.3 工場覇致条例の制定  (工場立市の摩印)

H17.10  きがみはら産業集積促造方策 (STEP50)の策定

H17.10～ 第1期 藤椰 呻     (辱中の専渭1り嘩卜 住
=澤

奪対磨〕
H22.4～ 第2期 ― a― J (澤択と纂中)

H27.4～ 粕 期産       (暉 晴的な企暮嬌撃の準準)

H29.3～ 第3期 産業m-00-部 改正

(国際 的 な ロ ポ ツ トビ ジ ネ ス の 燥 点 の 形 疇 ※ロポット創 め 企J野劇 出する●er冽″ ティプを付与)
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相模原市の産業の現状と課題

昭和45年

平成26年
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製造品出荷額等(約 2兆2,900億 円 )【 平成3年 1



21■白‐
ボツ・卜に関する国や県の動向

○国の動向
～平成27年 1月 経済産業省 「ロボット新戦略」より

・ものづくり分野・サービス分野では、システムインテグレーターを活用し、
様々な分野におけるロボット導入を支援する

・ものづくりにおける段取りや組立プロセス、サーヒ
・ス業における物流や飲食口宿泊業等の

裏方作業への回ホ
゛
ット導入を重点的に進める

・2020年には製造業で市場規模を2倍 (6000億円→1.2兆 円)、

非製造業で20倍 (600億 円→1,2兆円)とするともに、労働生産性の伸びを20/6以上と
することを目指す

○神奈川県の動向
～さがみロボット産業特区(神奈川県)

高齢化への対応や、自然災害から県民の「い

のち」を守るため、生活支援ロボットの実用化・

普及を促進

本市の人口は2019年をビークに約54万人程度まで減少
(さがみはら都市みらい研究所 推計)
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構匡制度を活用した規制緩和・実証実験
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相模原市は、

総人口に占める団塊世代 (60歳代)

団塊ジュエア世代 (40歳代)

の割合が高い。

急激な高齢化を予測 !

人書館予菫ッド (2016年 )
人霧ピ争ミッ絆 (■薇海篠)
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4:新たな成長の源泉としての
″
ロボット

″

・ 昭和 30年 「工業立市」の旗印を掲げて、
工場誘致条例 によ り大規模工場を誘致

→ 多 くの中小企業等も市内へ工場を開設 し、
″
内陸工業都市

″
として発展

⇒ 中小企業等は大規模工場に部品な どを納める

機械組立業や金属加工業、電子部品製造業な ど

→ ロボット産業と親和性の高い企業が多数集積

市の基幹産業である

ものづくり産業」の|
成長につなげる

【ロ ボ ッ ト産 業 の 市 場 予 測 】 ～ 経済産業省とNEDOの 公表 ～

「 る
既存の産業集積の強みを生かし
「ロボット産業活性化」へ  |

4口 新たな成長の源泉としての
〃
ロボツト

″
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2035年に向けたロボット産業の将来市場予測

産業翔 El本ット 1.2り6円
サービス彗ボット

サービス難ホット5り b円

産業用ロホツト 2.アツも周

(RT) ■.準′鶴鋒

議林水蔵分野 0.5兆 爾

2015            2020            2025            2030            20354F

… 鰯 鯛 0ボット ー サービスロ
'翻

卜 ……ロポテク (RT)毅品 … 農林水産分野

出所)NEDOが 20■ 0れこ公篠した「ロホットのお栞市磐予潟Jを元に野村総合研究所が作成
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31取組事例 (企業
|の

維持`強化のためのロボツ■)

ロボツト導入を支援する企業 0人材の創出を図る
「ロボットシステムインテグレータの育成」に取り組む

⇒ 新たな成長の源泉にも成り得る
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【ロボット導入効果(企業の声)】

●『生産性が日音に向上J

溶接工程で社員1人につき4時間の作業が、
ロボッ障 入により3α制■頭乱

●鴫閥題摩M‖H}て嗜た」
顧客からロボッ旧 入してしること 、現時点で
コスト識 、中長期嚇 で企業の経営姿勢
が高く評価誡 、受注を獲得。さらに、従業員の

意識出変化し、カイゼン活動など力朧 的Iおた。

●咄腱鶴‖熙■磁Kクリア」
2万4千個/月

…

た自動車部品加工が、
3万個/月への増産要求あり。
ロボッl遂翡覗猥調it薦□させることで、

嘲 /月の増産を無理な0応。

er-0自 励化、― EO場に」
力出麟腱孵味め翡 作業のため、男性の

熟練工い て劃■ 工ヽ濯をロボッHヒ。

作業に必須だつた「力」と「熟練J力曜 1電力:つたこと

から、女性でもふ易細作業が実現した。

5口 取組事例 (新たな成長の源泉としての 回ボツ詢

さがみはらロボツ トビジネス協議会

産官学金が連携し、
ロボットビジネス推進のための地域のプラツトフオームとして、
・中」ヽ企業魅力PR
・ロボット技術高度化事業
・ロボット関連セミナーの開催
ロボット産業の振興に取り組む
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生活支援ロボット「HSR」 の実用化に向けた
介護福祉施設での実証実験

※ 卜∃夕自動車 (株)が開発した先進的な生活支援ロボッ ト

大学・研究機関以外に「HSR」 が貸与されるのは日本初 !トヨタも期待大

H29年度 実証実験 (セキュリティ解除に活用) H30年 度 実証実験 個想り翻ミに活用)

将来のロボット利活用人材を育てる

5:取組事例 (新たな成長の源泉としての ロボッ翔
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ドローン活用偲准に向けた
イベント0実証実験など

産学連携によるドローン技術開発
(H29～ )(連携先:サレジオ高専)

親子ドローン組立・飛行教室(H307)

ドローンレース(H30.3)
(@さがみ湖プレジャーフォレスト)

響

ロボツト関凛企業の議致

相模原市は「STEP50」 という愛称の企業誘致制度により、
「リーデイング産業」に該当する工場を立地する企業に対して、
土地 0家屋に係る投資額の 10%を奨励金として交付。

※特に、「ロボット関連産業」については、重点的に誘致を推進する

『重点リーディング産業』と位置づけ、奨励金を投資額の15%に拡充し、

戦略的な企業誘致を推進 !
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ロボットビジネス拠点の整備

さがみはら産業創造センターが、
ロボット関連企業を含む成長産業分野の
企業を入居対象としたフレキシブルな施設
を整備中 (2019年オープン)

ロボット導入支援センターの移転・拡張
ロボットに関連する企業 (プレーヤー)の集積

⇒ ロボットビジネスに関する企業間連携を推進

WRS(ワ ーJレ ドロボットサミツト)への参加

ロボッ トの研究開発や社会実装を加速させる機会として、
2020年に愛知県国際展示場をメイン会場に開催される国際大会

51取組事例 (新たな成長の源泉としての ロボッ期

競技会 :ヮ ールド・ロボット・チャレ万

展示会 :ヮールド・ロポットエキスポ

集中展示:愛知県(メイン会場)

地域晨示:全国の各地域から選定{

電難齢驚:献庸論蒲
外

WRS2018 相模原市ブース
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(参考) Tealm SACAMIHARA 鑑
…

～ワーメレド・ロボツト・チヤレンジヘのJL戦～

くくTeam members>>

績 会ll MEMOテ クノス

冤懸輛醗11景γ
榎 本 機 工株 式会 社

■
熊搬9警瀬

MEMO Technos:nc.   F― Design Co.,Ltd       ENOMOTO MACH:NE Co.,Ltd.

購 愛知産業株式会社 eL永進テタノ株式会社
AichiSangyo Co.,Ltd                         Eishin Techno Co′ Ltd.

マイク0テッタづ呻リトIJ“

Microtech Laboratorv lnc MSTCinc

聰
知恵七形にする全撃

リガルジョイント
REGALJOINT Co′ Ltd

F‐Design

6.これらの取組をとおして・・・
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